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　市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどのよ
うな状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表します。

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

平成30年度　決算の状況
一般会計歳入：169億2,222万円� 対前年度比：9,968万円減少

一般会計歳出：168億7,545万円� 対前年度比：1億2,609万円増加

地方債、寄附金の増加、
地方交付税、国庫・県支出金の減少
　前年度から減少した主な要因は、地方交
付税の減少、臨時福祉給付事業補助金など
の国庫支出金の減少、農業基盤整備促進事
業補助金などの都道府県支出金の減少など
があげられます。
　自主財源30.5％、依存財源69.5％と、
行政サービスの多くが依存財源で賄われて
いる状況です。市の財政運営は国・県の動
向により大きく左右され、今後、地方交付
税が減少していく中で、厳しい財政状況に
なることが予想されます。
　今後も自主財源の更なる確保と歳入に見
合った歳出を基本とし、安定した財政運営
に努めます。

大型単独事業の進捗、
一部事務組合負担金の増加
　前年度から増加した主な要因は、新庁舎

建設事業や脊振町複合施設建設事業など大

型単独事業費の増加に加え、神埼市・吉野ヶ

里町葬祭組合負担金やふるさと寄附金基金

積立金の増加があげられます。

財
政
事
情
公
表

自主財源：市が自主的に調達できる収入
依存財源：国、県から交付される財源や地方債

義務的経費：支出が義務づけられ毎年支出しなくてはならない経費
投資的経費：道路の整備、公共施設の建設や大規模改修など社会資
　　　　　　本の整備にかかる経費

繰入金 これまで積み立てた基金など
から繰り入れる財源

地方交付税
すべての地方公共団体が、等
しく行政サービスを提供でき
るよう国から交付されるもの

国庫･県支出金 特定の事業に対する国･県から
の補助金など

地方債 財政上必要とする資金を外部
から借入れるもの

扶助費

社会保障制度の一環として生
活困窮者や身体障がい者等の
生活を保障するために支出さ
れる経費

普通建設事業費
道路、橋梁、学校など公共施
設の建設事業に要する経費

補助費等
市から他の地方公共団体等に
行政上の目的で交付する経費

歳入

自主財
源依

存
財
源

30.5％

69.5％

分担金･負担金
1億9,109万円

使用料･手数料
1億7,582万円

寄附金、財産・諸収入
6億4,271万円

地方交付税
47億5,823万円

地方税
33億7,497万円

国庫支出金
15億5,080万円

地方債
33億6,780万円

県支出金
12億6,908万円

繰入金
5億419万円

繰越金
2億7,253万円

地方譲与税
1億5,671万円

各種交付金
6億5,829万円

義

務
的
経
費

その

他
経
費

40.6％
36.8％

公債費
18億2,435万円

普通建設事業費
37億4,813万円

人件費
21億6,452万円

扶助費
28億7,069万円

積立金
6億6,388万円

出資・投資・貸付金
3,200万円

補助費等
23億3,390万円

物件費
14億9,563万円

維持補修費
6,490万円

災害復旧事業費
5,859万円

繰出金
16億1,886万円

投資的経費
22.6％

歳出
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令和元年度　予算の状況
一般会計予算総額：180億7,020万円

基金（貯金）の状況

一般会計の主な事業

地方債（借金）の状況

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 5,313,525 741,652 6,055,177
特 　 別 　 会 　 計 578,258 49,506 627,764
合 　 　 　 計 5,891,783 791,158 6,682,941

市民一人あたりの基金残高・・・約21万円

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 18,230,037 △ 409,700 17,820,337
特 　 別 　 会 　 計 7,381,937 65,600 7,447,537
合 　 　 　 計 25,611,974 △ 344,100 25,267,874

市民一人あたりの地方債残高・・・約79万円

【総務企画部】
・神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合負担金� 7億6,082万円
・ふるさと納税推進事業 � 6億6,594万円
・脊振町複合施設建設事業� 3億2,062万円
・新庁舎建設事業� 1億6,245万円

【産業建設部】
・道路橋梁新設改良事業（国庫補助事業）�2億1,790万円
・多面的機能支払交付金事業 � 2億545万円
・農業基盤整備促進事業 � 1億9,013万円
・プレミアム付商品券事業 � 1億7,421万円

【市民福祉部】
・私立・管外保育所等運営事業�  7億4,880万円
・障害者自立支援給付事業 � 7億549万円
・小・中学生、高校生等医療費助成事業 � 7,070万円
・佐賀県東部環境施設組合負担金� 5,454万円

【教育委員会】
・神埼中学校空調設備整備事業� 1億3,325万円
・小学校・中学校教育ＩＣＴ振興事業 � 3,258万円
・学校給食費助成事業� 3,088万円
・伊東玄朴旧宅保存事業� 2,205万円

財
政
事
情
公
表

（９月定例議会後）

※地方債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度財源
措置される分が約６割見込まれ、実質的な市の負担は約４割となります。今後も
有効かつ効果的な地方債（市債）を活用した財政運営に努めます。

実質的には市民一人あたり

約33万円 ※

歳入

自主

財
源

依
存
財
源 39.0％

61.0％

分担金・負担金
6,780万円

使用料・手数料
2億2,596万円

寄附金、財産・諸収入
17億333万円地方交付税

47億2,778万円

地方税
33億2,858万円

地方債
23億3,920万円

県支出金
13億7,103万円

繰入金
17億1,723万円

繰越金
101万円

地方譲与税
1億5,210万円
各種交付金
6億6,052万円

歳出

総務費
44億9,560万円

国庫支出金
17億7,566万円

議会費
1億7,325万円

民生費
53億2,932万円

農林水産業費
11億3,721万円

土木費
9億9,529万円

消防費
6億2,697万円

教育費
12億790万円

公債費
18億4,475万円

災害復旧費
1,280万円

労働・商工費
4億1,259万円

その他
2,010万円

衛生費
18億1,442万円



6市報かんざき 2019.11月号

市長の部屋

台
風
19
号
と

町
民
体
育
大
会
に
寄
せ
て

　

先
月
、
８
月
末
の
大
雨
に
つ
い

て
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
再
度
、
天
気
・
気
象
情
報

に
関
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

10
月
７
日
の
新
聞
に
、
日
本

の
南
南
東
の
海
上
に
台
風
19
号

（
９
７
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
）
の

発
生
が
天
気
図
に
載
り
、
翌
８

日
は
少
し
西
に
移
動
し
て
９
２

０
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
に
発
達
し
、

「
大
型
で
猛
烈
に　

週
末
、
九
州

接
近
か
」
と
の
新
聞
題
字
が
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
も
台

風
接
近
で
中
止
と
な
っ
た
神
埼
・

千
代
田
の
町
民
体
育
大
会
の
開

催
日
が
、
13
日
の
日
曜
日
に
迫
っ

て
お
り
、
特
に
気
に
な
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
10
日
に
は
「
19
号
は

勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
日
本
本
土
を

目
指
し
て
北
上
し
、
12
～
13
日
に
東

日
本
に
接
近
、
上
陸
か
。
日
本
列
島

は
広
範
囲
で
暴
風
や
大
雨
と
な
る
恐

れ
、
土
砂
災
害
や
浸
水
、
河
川
の
氾

濫
、
高
潮
に
警
戒
」
と
の
報
道
が
忙

し
く
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
、
だ
い
ぶ
東

寄
り
の
進
路
予
想
の
報
道
に
、
13
日

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
15
ｍ
以
上
の
強
風
域
の
範

囲
が
通
常
よ
り
広
く
、
東
京
あ
た
り

に
在
る
の
に
九
州
ま
で
及
ぶ
よ
う
な

状
況
か
ら
、
少
々
心
配
も
あ
り
ま
し

た
。

　

16
日
の
新
聞
報
道
で
は
、
日
本
全

土
を
席
巻
し
た
台
風
19
号
は
記
録
的

な
強
風
と
大
雨
を
も
た
ら
し
、
東
日

本
の
12
都
県
で
河
川
堤
防
の
決
壊

は
52
河
川
で
73
ヶ
所
に
及
び
、
死

う
。（
風
は
あ
っ
て
も
、
晴
天
に

つ
き
）

２　

本
部
・
地
区
テ
ン
ト
は
張
ら
な

い
。（
突
風
に
よ
る
け
が
防
止
）

３　

午
前
中
に
繰
り
上
げ
て
終
了
す

る
。（
強
い
日
差
し
と
砂
埃
に
つ

き
）

　

大
会
開
始
時
刻
の
８
時
頃
に
な
る

と
、
現
に
、
時
折
り
強
風
は
感
じ
る

も
の
の
、
市
民
の
方
か
ら
「
心
配
は

い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

者
73
人
、
不
明
者
13
人
さ
ら
に
浸
水

被
害
や
道
路
陥
没
な
ど
被
害
の
全
容

は
見
通
せ
な
い
と
の
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
当
に
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
19
号
で

し
た
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
の
も
た

ら
し
て
い
る
結
果
だ
と
す
れ
ば
、
今

後
は
、
同
様
の
規
模
も
し
く
は
さ
ら

に
大
規
模
の
台
風
襲
来
が
あ
る
こ
と

を
覚
悟
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
災
害
が
本
市
を
襲
う
と
思
う

と
、
空
恐
ろ
し
く
な
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
12
日
夕
方

に
は
東
海
か
関
東
に
上
陸
す
る
見
通

し
の
報
道
に
、明
日（
町
民
体
育
大
会
）

は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、夜
半
の
風
が
強
く
吹
く
中
で
、

13
日
早
朝
の
６
時
過
ぎ
、
職
員
か
ら

今
日
の
気
象
情
報
は
、「
17
時
ま
で

は
10
ｍ
を
下
ら
な
い
強
風
、
突
風
が

吹
く
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
連
絡
に
対

し
、
私
は
市
民
の
安
全
を
第
一
義
と

し
て
次
の
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

１　

開
始
時
刻
は
計
画
通
り
に
行

が
、
既
に
決
定
し
た
事
で
、
市
民

の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ
と

と
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、「
風
で

事
故
も
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と

の
意
見
に
救
わ
れ
る
思
い
が
し

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
や
西
に
割

り
当
て
ら
れ
た
地
区
の
皆
さ
ん

は
、
砂
埃
を
浴
び
る
こ
と
と
な

り
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
強
い
日
差
し

を
浴
び
て
の
応
援
も
大
変
だ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

特
別
な
状
況
下
で
の
大
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
連

帯
と
絆
を
強
め
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
て
、

今
月
の
「
市
長
の
部
屋
」
と
し

ま
す
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

▲テントを張らずに応援


